
                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けんこうだより 
5月 

新学期が始まって早くも１か月が経ちました。多くの子どもたちは新しい環境に慣れ、お友達と元気に遊ぶ姿が見られるようになっ

てきました。一方、体や心に疲れが出て、怪我をしたり、体調を崩しやすい時期でもあります。 

また、大型連休で生活が乱れがちになってしまうので、生活リズムをくずさないよう注意していきましょう。 

4月の感染症はインフルエンザA型2名でした。 

熱が出た時の 

お家でのケア 

湯冷まし、麦茶、子ども用イ

オン水、経口補水液果汁など

が適しています。子どもが進

んで飲みたがる物を与えま

しょう。 

水分補給 食事 

衣服 
汗を 
かいたら 

食欲があれば、喉越しがよ

く、消化によい物を与えまし

ょう。乳児で食欲がない場合

は１回の量を減らし、回数を

増やして与えてみましょう。 

熱の上がり始めで寒がる時

は保温できる服で、熱が上が

りきったら薄着に替えます。

汗をかいたらこまめに取り

替えましょう。 

ぬるま湯に浸し固く絞ったタ

オルで体を拭いてあげましょ

う。汗をかいた体がさっぱり

し、熱を放散させる効果もあり

ます。 

令和７年5月1日発行 

なかのしまのぞみ保育園 

     

鼻水のおはなし 

鼻水は体を守るために必要なもので、鼻や喉に付いたウ

イルスを排除するために出るものです。また、炎症を起

こした鼻の粘膜を守る役目もあります。 

 

季節の変わり目やアレルギーなどにより、子どもは鼻水が出やすくなります。鼻水の他に、発熱、喉

の痛み、食欲不振、黄色や緑色の粘り気のある鼻水が続くなどの症状があれば病院で診てもらいまし

ょう。 

どうして鼻水が出るの？ 

小さい子はこまめに吸い取って！ 

まだじょうずに鼻をかめない子は、ティッシュでこまめ

に拭いてあげたり、鼻水吸引器などを使って吸い取って

あげたりしましょう。また、頻繁に鼻水を拭いていると、

鼻の下の皮膚が赤くただれてくるので、その場合は炎症

を抑える軟膏を塗ってあげましょう。 

鼻がかめるようになったら… 

自分で鼻をかめるようになってきたら、片

方ずつ、軽くかむように習慣付けましょう。

強くかむと、耳を痛めてしまったり、炎症

がひどくなったりすることがあります。 

また、鼻が詰まっていて鼻水が出ない時は、

水分をこまめにとり、部屋の湿度を調節し

ましょう。 

５月のイヤイヤ期 
５月は、４月からの環境の変化などにより、

疲れが溜まり、眠れない、起きられない、食

欲がない、イライラする、無気力などの症状

が見られることがあります。ひどくなると、

外出や登園もしたくなくなります。 

 ５月のイヤイヤ期の脱出法は？ 

・のんびりお風呂に入って心と体の疲れを取る 

・たくさん体を動かして元気よく遊ぶ 

・睡眠時間をしっかりとる 

・３食しっかり食べる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康のためには、小さなころから生活リズムを整える

ことが大切です。生活リズムを整えるポイントはいくつ

かありますが、特に大事なのは「朝の生活改善」です。

朝起こす時間からチェックしてみましょう。 

4月に予定していた幼児対象の健康教育ですがゴールデンウイークということもあり5月上旬に実施予定です。

テーマは「生活リズム（早寝、早起き、朝ごはん）」です。栄養士の佐々木先生と保育士の先生で3者連携で実

施予定です。参考の資料を上記に掲載しましたので、ゴールデンウイーク中の長期休みに入っても日頃からお

家での生活リズムが整えられるといいですね       


